
令和6年（2024年）11月1日 第２３４号ひらつか議会だより
問
　
南
街
区
の
福
祉
街
区
及
び

医
療
街
区
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

副
市
長
　
福
祉
街
区
は
、
地
域

密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
な

ど
を
整
備
す
る
。
現
在
、
社
会

福
祉
法
人
と
工
事
業
者
の
間
で

契
約
締
結
に
向
け
た
最
終
調
整

を
行
っ
て
い
る
。
医
療
街
区
に

つ
い
て
は
、
医
療
法
人
研
水
会

が
外
来
診
療
を
有
す
る
医
療
施

設
な
ど
を
整
備
す
る
。
令
和
７

年
７
月
の
開
院
に
向
け
、
順
調

に
進
ん
で
い
る
。

問
　
多
世
代
交
流
ス
ペ
ー
ス
の

整
備
や
サ
ー
ビ
ス
施
設
な
ど
の

誘
致
を
検
討
し
て
い
た
北
街
区

の
現
状
を
伺
う
。

副
市
長
　
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
と
継

続
的
に
調
査
・
協
議
を
進
め
て

お
り
、
６
年
度
中
に
は
店
舗
な

ど
の
整
備
事
業
者
の
選
定
が
行

わ
れ
る
。
北
街
区
の
店
舗
な
ど

に
は
多
世
代
交
流
ス
ペ
ー
ス
を

併
設
し
、
親
子
の
ふ
れ
合
い
や

中
高
生
な
ど
の
学
習
ス
ペ
ー

ス
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
行
え
る
よ
う
、
ス

ペ
ー
ス
の
一
部
貸
し
出
し
な
ど

を
想
定
し
て
い
る
。

問
　
地
域
住
民
へ
の
情
報
発
信

は
重
要
で
あ
る
。
情
報
発
信
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。　

副
市
長
　
こ
れ
ま
で
、
ハ
ー
ド

整
備
の
進
捗
状
況
や
市
の
ソ
フ

ト
事
業
の
状
況
を
、
職
員
が
定

期
的
に
旭
地
区
の
自
治
会
連
合

会
の
定
例
会
に
出
席
し
、
説
明

す
る
な
ど
し
て
き
た
。
事
業
の

推
進
に
は
地
域
の
理
解
と
協
力

が
不
可
欠
で
あ
り
、
今
後
も
事

業
の
進
捗
状
況
に
応
じ
て
定
例

会
へ
の
出
席
な
ど
を
通
し
て
、

地
域
に
広
く
本
事
業
の
周
知
を

図
っ
て
い
く
。

問
　
高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確

保
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導
入
や
多

く
の
自
治
体
で
実
証
実
験
や
継

続
的
な
運
行
が
進
ん
で
い
る
グ

リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
の

導
入
に
向
け
、
検
討
の
チ
ャ
ン

ス
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺

う
。

副
市
長
　
現
在
、
旭
南
地
区
で

は
南
街
区
に
施
設
整
備
を
予
定

し
て
い
る
社
会
福
祉
法
人
の
協

力
の
も
と
、
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
移
動
支
援
が
始
ま
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

を
し
っ
か
り
と
支
援
し
て
い
く

こ
と
を
含
め
、
持
続
可
能
な
移

動
手
段
に
つ
い
て
引
き
続
き
検

討
し
て
い
く
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
第
２
次

平
塚
市
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
指
針　

ま
ち
ガ
チ
ャ　

湘
南

平
（
高
麗
山
公
園
）
の
魅
力

ア
ッ
プ　

平
塚
市
総
合
浸
水
対

策
第
３
次
実
施
計
画

清 風クラブ 所 属 議 員

片倉 章博 議員

坂間 正昭 議長 数田 俊樹 議員

常任委員会の審査概要 今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。
主な質疑を紹介します。

問
　
市
長
を
は
じ
め
多
く
の
人

の
努
力
で
真
田
・
北
金
目
地
区

住
民
の
悲
願
で
あ
っ
た
平
塚
駅

か
ら
東
海
大
学
前
駅
間
の
バ
ス

路
線
の
開
設
が
決
ま
り
、
令
和

6
年
11
月
か
ら
運
行
が
開
始
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。
真
田
・
北

金
目
地
区
は
子
育
て
世
代
で
あ

る
若
い
世
帯
が
多
い
が
、
そ
の

一
方
で
、
以
前
か
ら
住
ん
で
い

る
住
民
は
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
。
真
田
・
北
金
目
地
区
は
市

の
中
心
部
か
ら
離
れ
て
い
る
た

め
、
図
書
館
や
子
育
て
施
設
、

保
健
セ
ン
タ
ー
に
行
く
の
も
交

通
が
不
便
で
大
変
で
あ
る
。
こ

の
度
、
移
動
図
書
館
の
「
あ
お

ぞ
ら
号
」
の
廃
止
も
決
ま
り
、

更
に
文
化
面
で
は
遠
隔
地
に

な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
真
田
・

北
金
目
地
区
に
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
交
流
が
で
き
る
、
図

書
館
機
能
も
備
え
た
複
合
館
を

建
設
し
て
は
ど
う
か
と
考
え

る
。
将
来
的
に
高
齢
者
施
設
に

も
転
用
で
き
る
つ
く
り
に
す
れ

ば
多
目
的
に
使
え
る
と
考
え
る

が
、
見
解
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
地
域
に
お
け

る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応

し
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い

く
た
め
に
は
、
地
域
の
人
た
ち

と
地
域
の
あ
る
べ
き
姿
を
共
有

し
、
共
に
取
り
組
み
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
。
今
後
、
人
口
減

少
が
見
込
ま
れ
る
社
会
で
は
、

「
平
塚
市
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
」
や
、
現
在
策
定
を
進

め
て
い
る
立
地
適
正
化
計
画
な

ど
を
踏
ま
え
、
市
全
体
の
視
点

で
施
設
や
機
能
の
必
要
性
の
ほ

か
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
手
法

を
、
地
域
の
人
た
ち
と
一
緒
に

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
ひ
ら
つ

か
健
康
・
食
育
プ
ラ
ン
21
（
第

３
次
平
塚
市
健
康
増
進
計
画
・

第
３
次
平
塚
市
食
育
推
進
計

画
）　

学
校
に
お
け
る
諸
課
題

（
①
猛
暑
対
策
②
児
童
・
生
徒
・

教
員
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
③

児
童
・
生
徒
の
体
力
・
視
力
低

下
に
つ
い
て
）　

元
気
な
高
齢

者
が
い
き
い
き
暮
ら
す
共
生
の

ま
ち
ひ
ら
つ
か

地
域
医
療
福
祉
拠
点
整
備
モ
デ
ル

地
区
事
業
（
高
村
・
周
辺
地
域
）

須
藤 

量
久 

議
員

野崎 審也 議員

市
西
部
に
複
合
館
の
建
設
を

黒
部 

栄
三 

議
員

総務経済
　議案３案件は全て原案どおり可
決すべきもの、請願１件は不採択
とすべきものと決定しました。
○議案第57号　平塚市一般職員の
勤務時間及び休暇等に関する条例
の一部を改正する条例　
　この議案は、部活動指導員に
関わる議案と認識しているが、県
内の自治体ではどのような状況と
なっているのか、調査状況を伺
う。
　調査を行った自治体は、神奈
川県、横浜市、川崎市、藤沢市、
小田原市、海老名市の６自治体
で、各自治体とも部活動指導員の
職務の特殊性から、時間額の会計
年度任用職員として任用してい
る。また、職務内容は国が定めて

いる部活動ガイドラインに基づい
て定められており、本市でもそれ
を参考に勤務条件を定めている。
○議案第62号　工事請負契約の締
結について〔教育会館耐震補強
工事（建築）〕
　教育会館耐震補強工事（建
築）では、今回は簡易型総合評価
一般競争入札方式を採用したと聞
いた。ここ数年なかったため確認
するが、簡易型総合評価とはどの
ようなものなのか伺う。
　今回の入札は総合評価方式の
特別簡易型で行った。この特別簡
易型は、施工技術難易度や現場条
件難易度がある程度高いものだ
が、技術的な工夫の余地が小さ
く、施工計画に関する提案を求め
る必要がない場合に適用するもの
である。

都市建設
　議案２案件は全て原案どおり可
決すべきものと決定しました。
○議案第67号　令和６年度平塚市
一般会計補正予算
　道路維持費の道路施設改修事
業について、補正予算書の説明欄
に「花水第二歩道橋撤去設計委託
料」とある。これまで歩道橋撤去
について住民からさまざまな意見
などが寄せられてきたと思うが、
今回撤去する経緯を伺う。
　平塚市横断歩道橋長寿命化修
繕計画に基づき、建設から50年以
上が経過し、損傷が進んでいるた
め安全性を考慮し、利用者減少や
通学路の利用がない状況から必要
性が低下していると考え、地域自
治会や小中学校などと協議し、了

解を得て判断した。
　総合公園費の総合公園管理運
営事業について、補正予算書の説
明欄に「平塚総合体育館の観覧席
数を増やすため、増額補正をしま
す。」とあるが、観覧席数を具体
的にどのような形でどの程度増や
すのか、また、今回観覧席を増や
す経緯を伺う。
　今回リース契約を行うのは１
列が８席で５段に対応し、40席の
可動席を予定している。それを４
台分計上しており、増席数は１６
０席となる。経緯だが、主催者か
ら「より質の高い座席環境での試
合を行いたい」や、「集客席数を
増やしてもらいたい」などの意見
をもらっていることや、観戦する
市民の適切な観戦環境の向上を図
るために計上したものである。

■選択的夫婦別姓制度の法制化を求める意見書（抜粋）
　現行法では、どちらかが改姓しないと婚姻が成立できま
せん。多様性を認める社会、男女共同参画、基本的人権の
尊重の観点から、婚姻に際してどちらも改姓しないという
選択肢の法制化を求める声が上がっています。
　現代社会では、男女ともに生まれ持った氏名で信用・実
績・資産を築いてから結婚を迎えるケースも多く、改姓に
よるキャリアヘの影響が指摘されています。また子連れ再
婚も増加傾向にあり、再婚時の子どもの苗字をめぐった困
りごとも増えています。政府は通称使用の拡大に向けた取
り組みを進めていますが、ダブルネームを使い分ける負担
や管理コストの増加、更に国際社会での混乱を招いていま
す。
　選択的夫婦別姓制度は、こうした問題を解決し、誰も改
姓による不利益、苦痛を感じることなく結婚・出産でき、
老後も法的な家族として支え合い、更には「自分の名前で
生きたい」という人権、且つ、個人のアイデンティティを
尊重できる社会の実現につながります。
　選択的夫婦別姓を、家族の在り方の議論としてではな
く、国民一人一人が活躍できる社会を実現することは国の
責務であります。
　よって、国会及び政府において、こうした社会状況を真
摯に受け止め、民法を改正し、選択的夫婦別姓の法制化を
することを強く求めます。

　議員から、次の意見書が提案
され、賛成多数で可決しました。
ホームページには全文を掲載し
ています。意見書

し た可 決


